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最鞄 都市化は学界 ･言論界をはじ喝 あらゆる分野で大き恵問題となっている｡教育界におい

ても列外では希い｡都市化は単に農村的な現象が都市的なものに変容する過程と状態をさすのみを

ら1,未利用地の都市的利用や都市的利用のエ9高度を都市的利用をも含めて,都市化と呼ぶこと

も多ho現代の日本は ｢都市化の時代｣と呼ぶ陀ふさわしいほど,全国で大規模を都市的開発が活

発に行われているが,それに関連するLrlくつかの事象をつぎの前提を通して考察してみようO

① 都市人口は増加し,よ9広い土地が都市的に使われている｡

(参 農地は少しでも農業のために確保しておV'た方がよい｡

③ 近い将来 生活水準が現在の西ヨ-ロッ,1並みに覆る｡

1965年 10月1日現在 日本の56･1の地方自治体が市政をしいているO そのたB,かな少

記憶力のよい人でも, これらのすべての都市名を暗諦することは不可能である｡このことはあたか

も戦後全国匠できたいわゆる新制大学の場合と類似してか9,.｢市｣という実体に対する相対的夜.,

価値低下を意味するBLかしそぬ反取 ,r市｣というものカ与選ばれた少数で夜く,一般的夜もの一
に怒ったという事実も認められる｡ 個々の市については,これが市といえるかどうか疑問のものも

争いが(例:角田.長井.矢板.旭.新井.諌州･瑞浪.柏原.小癖.観坊.高梁.庄原.北条.山

田･多久･松藤･牛深･串間,･垂淑'加世田､-･･･これらの都市の位置する場所をはたして日本q)-i

大学卒の｢イ▲yTflJの何軒が知ってbLる/Cあをうか),それにしても前述の58-1･の都市の大半時市

と呼んで屯遭 う間藤めをいと-ころである¢

.鼠阜q)こと掛 日本忙お嫁る都市^口の櫓加にもはっきPと現われている｡19Ad･年 4月1月-∴

現私 日本の総^口は鳩 ^奄争少越える程度にな -たカ与 実にその70.や以上が都市的職華従業

者およびその家族である｡.､産菓別人口構成という点から払 10年ほど前の西ヨーロッパの状態準
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か夜9近いといえる｡もちろん, アジアでは唯一の列外的存在である｡この状態は工業国の典型的

な姿である｡これ をもう少し厳戒 考阜ると,単に工業国的状態とh野上9,最近7メ.)カの地理

学界でよく使われる Urban-indllStrial という醇が適用されよう｡この欝の訳で熟した
~●■'1

ものはまだないカも ことでは⊥赦:.r都市 ･ユ割 勘 とりて野 (｡

1･9615年の日本の｢人あた9国民所得は682ドルとなp,アングロ7メ1)カ, ヨ｢ロッ,i,

オーストラ1)丁,ニュージーラy､ド地域を除くと,最高の所得をとっている国にラyクされるよう

にを っ考｡それのみか,近世以後の世界において,はじめて白人社会の国々の少 くともいくつか

(南 ･東ヨーロッJIのいくつかの国 )を抜 く所得水準を得ているのである｡このようを経済発展は

世界史的にもきわめて意義があるOその原動力は,異常をまでに伸びた工業力と, きわめて旺盛を

商業活動と,高い科学性を投入した農業にあ9,苔らに,これらp5着に共通して,高い勤労意欲が

あることは周知のことである｡

以.tのようを経済発展は,日本の社会毎払 をも大きく変化きゃ 当然夜がら 地域構造をも大き

く変容させた｡その続果,日本は高い農業生産性を絶対的には低めることなく,高度を ｢都市 ･=

業的｣段階に急題に近づいてきたのである.都市の数は500をはるかに越え,都市人口は70好

を占めるように走っただけでをく,東京 ･大阪を中心とする狭い地域には,それぞれ,少くとも数

百万の都市人口が集中するように浸ったのである.

2 都市的土 地利用 の拡大

日本の都市化が当面する問題に,住宅･交通･公賓･水をどの問題があることはよく知 られてい

るoLかし都市的土地利用が拡大することK:よって生じるさまざまを重大を問題について鴫 単に

農地が減少すると㌧いうととのほかに,詳細を対策は轟音pたてられていをい｡斉藤光祐氏によると

11196･0年現ち 日本の人口集中地区の総面積は国土全体め低地 ･台地の実に4･4好を占めていたO

これを日本の農地についてみてみると,農地面横の全国面積に対する割合を16･好として,実に6･

5多の土地が人口集中地区に患 っていたわけであるo深刻を問題は,現在農地の6･5如 ミ市街地化

したと.V,うととではをくち 今後急適正農地か減少する可能性が強いということであるO日本の都

市人口の急増払 とくに関東から近鼓にいたる,いわゆる東海道メガロポl)スに顕著である｡ それ

絶対L,全国の半分以上の府県では,県庁所在地と特殊恵工業都市を除くと全般的に都市人口が絶

対的減少を現在示しているOそのた句 今後の日本の′都市化払 いわゆる東海道メガロポ7)スpにお

山て最 も深刻を問題とをD,それ以外の地域ではむしろ人口密度が絶対的 ･相対的に低下L,都市

化の問題は深刻をものと考える必要がをいとも見られがちであるO府県単位の行政･地域開発計画
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把かいてはこれで十分かもしれない鶴 国家全体からみた場色 はたしてこれでよいものであろう

か｡つま9都市的土地利用の拡大払 いわゆる東海道メガロボ.)スだけの問題として考えていてよ

いものであろうか｡

行政区画の範囲内で考え牢日本の多くの地方中小都市における人口或少は必ずしも都市化の停滞を

意味するものではないb現に119.6-5年のセyサスによると,岩手･佐賀両県を除き他のすべての

都道府県では,全体としち 人口集中地区の^ロは増加している｡十股的忙考えることができるの

-も たとえ都市人口が液少したとして中都市的土地利用の両横娃滅少しをいということである｡こ

のこと鳴 磨 くあ廃合忘れられているカi 日本の都市化が今後当面する重大を問題の本質をつい

ていると思われる｡それはここに｢生活水準の向上｣あるいは r近代雛市への脱皮｣という考えが

含まれているからである｡

3 生活水準 と都市的土地 利 用の関係

生活永準を測 る最も簡単丑方法払 一人あた9国民所得を大ぎゥばを指標として用い,それと都

市的土地利用の関係を考察してみたい.1図1は過去5年間の一人当ヶ国民所得と市街地の人口零度

( 国一 図1 -人あたI)国民所得と市布地人口騎虎との的儀
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を,世界のh(つかの園についてみたものである｡大局的にみち かを9高い相関関係が見られる｡

これ壮また明嘗できる段階ではないカも 両者の間の相関関係妊見かけ上のものではを.く,鼠果関係

5



杵もとづくものであろう｡都市の市街地の面横が都市人口昨正比例するとは必ずしも嘗えをい｡そ

れは次の2つの理由に主としてよる｡

(11生活水準の差異によゥTC;市民-^あたDが利用する市街地の面凍結異怒る｡つぜ少,同じ都

市人口規嶺の場%, 上身高い生椿を営む集箆の住む都市鴫 よか低い生活永革め人口から構成盲れ

る都市よ9も,全体とLi; よP広い面寮を利用している｡(2偲侯.地形.緯度等の自然寮境の差

異によゥT,市民一人あたPの利用面棟は必ずしも同じにをら凌ho現在の時点においT,世界的

に概観すると,上述の2つの理由のうちtlIの方がよ9大きを原因と怠っているようである｡

もしも,この117の原因が-｢股的恵法則であ9(少くとも今までのところ,世界的にみてそうであ

るのだが ),今後の日本の都市化にも当てはまるものであるとすれ鴫 われわれは近い将来の日本

の都市化についてどう考えなければをら凌いだろうか｡

明治時代の日本は当時とし

てはきわめて急速を近代化の

道を歩んだ｡第-次大戦後の

日本は政治的には世界の一等

国としての地位を確立した｡

第二次大戦における敗戦後,

この約20年間に,不均衡が

あゥたとはいえ,日本は世界

の常異の的と怒る経済成長を
■

示してきた｡その鮭果,近い

将来の日本は,現在の西ヨー

ログJl諸国をみの｢人あた9

国民所得をもっことにをると

多 く嘩八が認めている｡こど

で由嘩議庭 じる｡図1で分る

ように,現在の酉ヨーロ.',(/ノ
韓国中都市格 日本q?都市のl

蒙1 日本の産集別国民所得(1964)

.実数(十億円) ･.橋頭比.(.蕗.)

第1次産業 2,592.5 1?.dL

鼻 薬 1,852.2 :&9.

･..林 - ∴業. う52.9 ･1.8...

第2次産業 8,155.5 ･..59.7

鉱 業 249.5 1.2

･■~製 造 業 6,541.5 50.9

運 輸 業 を ど 乙022.8 9..9

卸 .小売業 夜ど ･5,2?5.6.,i. 16.1

･金融 .保険業 をど 1,52.1.1.∫ 7.4

いすTどよ業 .-その他 5,06,9.0. ._15.0

1/2から1/5の^口暫定をもっているのである08本^の所得水準が向上し,現在の簡ヨーロッ

パをみの内容をともを.,た生活水準が要求されるようになると,一十^季たPの利用都市面横を少く

とも2倍に拡大しなければ夜ら恵(怠る｡レ巾 かえれ蝿 tよ9広い住馬 よ9広い亀 よ9広い道
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路,よ9広い社会施設への貸求が急速に高まると考えられるBその要求が全面的にみた首叫 また

都市^口が今よ910酵しか増加し貴いとしても,.農地面積の少ぐとも15多を都市的土地利用に

便わ浸ければをら夜く在るO実際の都市的土地利用は人口集中地区のみでぼ教ho近い将兎の都市

^ロを8,000万とし,人口襟度5,000̂ /嘘の都市にその全員が住めるよ̀ぅにすると,農地

(平坦地の可耕地 )の実に.27好を都市的に利用し怒ければ怒らなく夜る｡Lっ壌PL15･-27蕗を

考え夜ければ夜ら患い｡イギ1)ス恵みに人口帯皮を現在の1/5に下げると,これちの比率はせす

ます高くを9,20-40多の農地を都市的土地利用へ転用Lをければをら恵く夜る07メ15ヵ恵

みに市街地人口甥鹿を数分の1･から10分の1に下げると,農地はほとんど浸く在ってしまう｡

日本で鴫 ~現在 主として5大都市圏や大規模を宅地開発が行われている｡その最たるものは,

北郊千里山丘陵の千里エ3-タウンであるOこの住宅地は従来の日本の住宅地 (団地を含む)とく

らべ,広々とした感じがするq 寧私 ?日本住宅公団団地の平均^ロ寄鹿25･000人/嘘 とは大尊く

異をる｡現在建設 ･計画中の多摩田園都簸 多摩干ユー3g-ウン,泉北ニ&-タウン,高蔵寺ニュー

クウγをども大同小異で,主として丘陵地の宅地開発であるoさて残された間庭はその対策である｡

◎ 農業の土地生産性をよP高めち 少しでも輸入食料を減もすようにする｡

⑧ 高層化を進めて,水平筋学唇を少しでも獅 け る｡しか_･L,:革層化は市街地の水平的発展を伴

をあをければ,陽の当らないスラムとなる恐れがあるO

㊥ 丘陵の開発はもとよ9,山軌 浅海の都市的利用を考えるon特にレクt)エーション関係施設を 亘

大量に山地･海岸に設置し,公園緑地の不足を補 う0

4 む す び

日本の一人あたDの国民所得が現在の西ヨーロ･JIJt恵みにをる近い将来の都市化を予想してみよ

うbそれはかを9｢琴肇的Iに行われ,かつ,西ヨーロヅJl塾を強く指向したとしても,現在の西
ヨュロoJJ{の都市発達状態と離 増 9異なると思われる｡差異の第1は,人口巧鹿に見られようo

現在よ9減少するとしても,現在の西ヨ･｣ロブJlよ如 ､夜9高しぺ人口零度が維持されようOそれは

主とし{,公園緑地の相対的不足が原因去洩る∨ぅ｡その解決の方法として,主と､して山地を都市住

民がきわめて便利に利用できるような状態忙し事▲これらを合繊た人月周旋はかを9百才-P yFJくの

現在に近いものと在ろう｡差異の第2は西ヨーロ･JJ,'ヤアyグロ7メ1)カではあま9見られ食い山

地の都市的利用鶴 日本では演者にすすむで'ぁろう｡｡その鮭私 都市内の坂のあ9万が大きを関心

事と浸ろうo差異の第5は現在の西ヨーロyI(以上に変通機関の立体.高層化が進んでいると思わ

れる反面;,建築物の高層化は蓄棟の関係もあって異常夜努力にもかかわらず,多少劣っているで
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あろうBその他 都市景観の閥 もある肇 ここで紘ふれ遠b｡

机上のことから考えられるようVC,ヨー■p',Jや 7メ.)カ,あるいはソ連と再 ようを,自然疲
′

境の大きく異夜中た地域の都市化払 これからの日本の都市化にとゥて参考に娃象るにしても,辛

デルとはならないといえる｡われわれにと19て必要なこと比,日本の風土に根ざした独特を都市発

達を考えなければ怒らをわということでもろ｡

お● 知 ら せ

1. 投稿規定

oお茶の水女子大学地理学科卒業生及び旧 ｡現職員は本誌

に投稿することがで きる.

o用鹿は横書 き400字詰原稿用紙 とす る.

o投稿の範囲 ｡内容は特に規定 し夜いが,研究論文 ･一調査

報告 ｡近況報告 などが望ま しい｡

o論文 ｡報告は 15-50枚,虚報は 2-5枚程度 とす る

oしめ切 bは毎年 5月末 日とする｡

o原稀送付宛先

束京都文京区大塚 2丁目1番 1号

お茶の水女子大学地理学教室

お茶の永地理編集委員会

2･ 住所 ｡勤務先の変更,改姓の場合 も上記宛御連嘩下さい ｡

5. この ｢お茶の水地車｣吐本号から御希望の方に実費でお

頒 ちすることに致 しました｡
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